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Si スローライト回折格子 (SLG) は，挟角な光ビームを放射し，波長掃引や熱光学効果により広い視

野角のスキャンを実現する 1, 2)．これを LiDAR に適用する場合，高効率化が重要である．上下対称な

断面構造だと下方放射が生じ，LiDAR 応用では往復で 6 dB 近い損失となる．以前に，SLG を構成する

フォトニック結晶の円孔配置と浅堀回折格子を図 1(a) のように最適化することで，光を主に上方に取

り出すことができることを理論的に見出した 3)．今回，この最適化構造を製作し，その動作を確認した． 
最適化前後にそれぞれ測定された，ビーム角度に対する上方放射強度を図 1(b) に示す．やや振動が

見られるものの，最適化前に比べて最適化後には 1～4 dB の強度の向上が見られた．また SLG の伝搬

光の近視野像の減衰から，伝搬損を 50 dB/cm と仮定すると，放射係数は 90～170 dB/cm となった．こ

の値はビームの半値全幅 0.04～0.05°に対応する．また SLG の波長特性から，群屈折率 ng は約 13 と見

積もられた．これは理論値とおよそ対応しているが，最適化前と比べて小さく，波長感度がその分小さ

くなった．これを再び増大させる設計が今後の課題となる． 
最適化後の SLG を図 2(a)のような FMCW LiDAR 実験系に適用して，図 2(b)のような測距信号スペ

クトルを観測した．ここで IQ 変調器を用いた SSB 変調の周波数帯域は 10 GHz, 周期は 100 µs とし，

3.2 m 先のミラーを対象とした．上方放射率の向上により，スペクトル強度が 5.2 dB 向上し，上方放射

強度の改善の 2 倍とおよそ対応した．最終的に，この最適化 SLG を集積 LiDAR チップに搭載する． 
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図 1(a) 最適化前後の SLG の単位セル構造．(b) 放射パワー比較．黒と赤は(a)と対応． 

 
図 2(a) FMCW LiDAR 実験系．(b) 最適化前 (黒) と最適化後 (赤) の測距信号スペクトル．64 回測定

して最大値をプロットした． 
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